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本 当 の 優 し さ － 慈 悲 の 心 と は

最近テレビ等で、特別アドバイザーに就任したイチロー選手や念願
の大リーグ、エンゼルスに移籍し投手と打者の「二刀流」旋風を巻き
起こして大活躍の大谷翔平選手がよく報道されていますが、その少し
前には、元広島カープの衣笠祥雄選手が亡くなられたニュースが流れ、
「鉄人」と言われた強靱な身体を持った方の訃報に、野球に詳しくな
い自分もとても驚きました。
衣笠選手といえば、京都市出身で１６年以上に亘って２０００試合

以上に連続出場されたことでも有名です。しかも死球が通算歴代３位の記録で怪我も多
く、「重傷」と診断された事も何度もあったとか。

ある新聞記事では、以前巨人戦で西本投手から死球を受け、左の
肩甲骨を骨折しながらも翌日の試合では代打で登場し、三振したも
のの３球ともフルスイングしてみせ、試合後の会見で「１球目はフ
ァンのため、２球目は自分のため、３球目は西本投手のためにフル
スイングしました」と述べられたと書かれていました。
死球は与えた投手の方も傷つくことがあります。重傷を負わせて、

打者生命を脅かすようなことがあったら、お互い悔いが残ります。「昨
日の試合のせいでバットが振れないなどということはないから安心してくれ。」、そんな
想いでフルスイングされたのでしょう。それは西本投手を励ますとともに、自分自身を
奮い立たせるスイングでもあったのではないでしょうか。「鉄人」と言われた衣笠選手の
強靭な肉体の中に、人一倍他の人を思いやる優しさの現れではないかと思われます。
この衣笠選手の慈悲の心と言ってもいい優しさと同じような逸話が、お釈迦さまの故

事の中にあります。お釈迦さまは、８０歳のお歳になられても各地で説法の旅を続けて
おられました。ある時、チュンダという鍛冶屋に招かれ、茸料理の供養を受けました。
ところが、その家を出た後にお釈迦さまは激しい腹痛に襲われます。「背中が痛む、座を
敷いて欲しい」と願われ、木の下で横になられました。お釈迦さまは自らの死を覚悟し
ながらも、チュンダの食事が災いしたと訝しむ弟子たちに
告げました。「私の生涯の食事の中で、悟りを開く前にい
ただいたスジャータの乳粥と、最後の食事となったチュン
ダのものは特別である。それ故に決してチュンダを責める
ことなく、大いなる功徳があると伝えてくれ。」と諭され
たと言われています。お釈迦さま亡き後を生きるチュンダ
には、悔恨の思いを持たせてはならないという計り知れな
いほどの深い心遣いです。
衣笠選手も死球を「生きたボール」にしようとしてフルスイングされたのでしょう。

ほんとうの鉄人とは、自分が一番辛いときにも、相手に辛い思いをかけたくないという
心遣いができる人を言うのではないでしょうか。心こそ鉄のように強靭であったればこ
そ、前人未到の連続試合出場記録を果たす事ができたのではないかと思います。
日々多忙で、常に時間に追われる毎日を生きる私たちですが、元祖法然上人のみ教え

のもと「南無阿弥陀仏」のお念仏を通して、人の苦しみを我が事のように感じ、人の喜
びを我が事のように受け止められる、また自分の事だけに捉われず、困っている人がい
たらすぐに手を差し伸べられる、そんな優しい勇気を持ちたいものです。裏 面 に 続 く



【前期寺院経費(齋米)御寄進のお願い】
当山の維持管理に際しまして、先月配布させていただきました平成３０年度事業計画

並びに予算計画をご覧いただいたように、一部の雑収入を除き収入のほぼ全てが寺院経
費(齋米)となっており、６月の前期と１１月の後期の２期に分けまして毎年一定額の負
担をお願いし、寺院運営に当たらせていただいています。
誠に申し訳ございませんが、前期寺院経費(齋米)の御寄進をお願いしたく、何卒宜し

くお願い申し上げます。評議員様にお願いしております地域は直接評議員様にお渡しい
ただきますようお願いいたします。担当評議員様がおられない地域に関しましては郵送
にてお送りさせていただきますので、お近くの郵便局からお振り込みいただくか、直接
西念寺までお届けくださいますよう宜しくお願い申し上げます。

【本堂で研修会を行いました】
先月１４日の午後から、山城地方校長会ＯＢの研修会を

本堂にて行いました。当日は快晴に恵まれ多くの方に参加い
ただきました。本堂建築に至る経過や御本尊を始め諸仏の修
復、とりわけ千体佛の修復について大変興味深く熱心にお話
を聞いていただきました。
参加者からは、昨今の時代の変遷の中でこれだけの工事を

完遂できたことに驚かれ、檀信徒各位の信仰心の篤さと寄進
の御協力、当時の役員様の御苦労に改めて敬意を表する等の感想をいただきました。

【五重相傳会について】
本年１１月２１日より２３年ぶりに開筵いたします五重相傳には檀信徒はじめ、多く

の参加申込みをいただきまして、誠に有り難うございます。厚く御礼申し上げます。
５月末日を持ちまして最終申し込みを締め切らせていただきました。これまでにお申

し込みいただきました方は１７２名(予約者２名を含む)に達し、平成７年の時の３６０
名には及びませんが、盛大に開筵することができる事に厚く感謝申し上げます。
参加申込みいただきました皆様方には以下の点を再度御確認いただきまして、御対応

いただきますよう宜しくお願い申し上げます。
・御提出いただきます書類は以下の３種類でございます。まだの方は至急御提出いた
だきますようお願い申し上げます。
１ 参加申込書 ２ 受者個別表 ３ 受者基本台帳

・参加費は下記の口座にお振り込みいただくか、直接お寺までお願い申し上げます。
振込口座 京都やましろ農業協同組合 京田辺支店 口座番号００６２９８２
口座名義 西念寺 五重相傳委員会 会計 安岡俊爾

・五重相傳での回向申込み
五重相傳では、毎日お説教を聴聞し、お念仏や礼拝、勤

行を行い、浄土宗の教えを実践によって体得していただき
ますが、大切な修行の一つとして、ご先祖や先亡霊位の追
善供養を受者全員で回向申し上げます。是非お申し込みい
ただきますようお願い申し上げます。
また、今回直接に五重相傳をお受けいただかない方も是

非この五重相傳での回向御志納をお願い申し上げます。
なお、五重相傳での回向申込みは、卒塔婆準備の関係でなるべく事前申込みをお

願いしておりますが、五重開筵中まで随時受け付けさせていただきます。

【永代祠堂料御寄進のお知らせ】
今回は西川明裕様より、故 西 川 繁様の一周忌年忌法要に際し、永代祠堂の御寄進

をいただきました。誠にありがとうございました。
・永代祠堂料 金５０万円 為 慈光院真誉浄繁純昌居士 (故 西 川 繁 様)

施 主 西 川 明 裕 様


